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「地域がこれからも持続可能であるために

ＳＤＧｓはどう関連するのか」

国連生物多様性の１０年市民ネットワーク

「ＳＤＧｓと生物多様性グループ」 谷川徹



国連生物多様性の１０年市民ネットワークとは

目的

2010年に愛知県名古屋市で開催された生物多様性条約第10回締約国会議

（COP10）およびカルタヘナ議定書第5回締約国会議(MOP5)の成果と、国連

生物多様性の10年の目標を実現するため、国際社会と連携しつつ、日本の

市民団体として活動することを目的とする。 設立趣意書より抜粋

グループとしては・・

・ＴＥＥＢ ・農業とタネ ・海洋保全

・ＳＤＧｓ ・ホットスポッターズ ・法制制度

・ＩＬＣ ・中部



これまでの取り組み

ＥＰＣなどの支援を受け、四国内で２０１２年ごろから
断続的に勉強会を開催し、また、各地の関連会議等
に参加してきた。

主体は四国各県の生物多様性に関するメンバーであ
る。もっと多様な個人や団体がかかわるべきであるが、
ＳＤＧｓの正体が見えづらいこともあり、具体的な動き
は作れていない。

が、「地域の課題を置き去りにしてはいけない」ことは
どの会場でも様々な形で明らかとなった。
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「地域がこれからも持続可能であるために

ＳＤＧｓはどう関連するのか」

今日お話しさせていただくこと
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生物多様性視点から見た地域の課題は
３つの要素に必ずつながる。

・自然資源（自然資本）
・経済
・人

これはらすべて複雑に絡み合い、相互に作用している。現時点で

は何とか維持できているが、すでにほころびは見え始めている。

このほころびが大きくならないようにするためには早急に対策を講

じる必要がある。

であれば・・ほころびを縫い合わす処方箋としてＳＤＧｓが使えない

だろうか？
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そもそもＳＤＧｓって何だろうか？

すべての生きものが

長く地球上で（できれば幸せに）暮らしてゆくために

必要な要素を包括的にまとめた目標？
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1. 貧困
2. 持続可能な農業？
3. すべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進？
4 . 公平な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進？
5. ジェンダー、平等？
6. 水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保？
7. 持続可能な現代的エネルギーへのアクセス？
8 . 完全かつ生産的な雇用と適切な雇用？
9. 回復力の高いインフラ、持続可能な産業化の促進、およびイノベーションの拡大？
10. 各国内および各国間の不平等を是正？
11. 持続可能な都市および人間居住？
12. 持続可能な生産消費形態を確保？
13. 気候変動およびその影響を軽減するための緊急対策？
15. 陸域生態系の保護・回復・持続可能な利用の推進、森林の持続可能な管理、

土地の劣化の阻止・防止および生物多様性の損失の阻止を促進？
16. 持続可能な開発のための平和で包括的な社会の促進？
17. 持続可能な開発のための実施手段を強化、グローバル・パートナーシップを活性化？

多少の違和感があるけど・・・地域の課題に関連することがほぼすべてある。
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地域の課題は１７の目標にあるのか？



ＳＤＧｓという国単位の処方箋ができても・・・地域の
実情と合わない可能性が高い。

でも・・例えば四国を例にとってもそれぞれ少しずつ
課題が違うだろう。

地理的要因や自然資源、経済基盤、県民性も多様。
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地域の課題は見えたとして・・・



処方箋を作る為の段取りの提案

１ 関係する取り組みや団体の横断的な連絡と共有
→ どこで誰が何についてどのように動いているか？
情報収集と分析。

２ 地域ごとの目標を作る
→課題を整理する際に１７の目標はよい下敷きになるであろう。

３ 目標を達成するための処方箋を作るにはどうすればいいのか？
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処方箋を作るときの課題は何が考えられるか。

１ 関係する取り組みや団体の横断的な連絡と共有

→幅が広すぎて一堂に集めることは非常に困難。

→まずは生物多様性のネットワークとそれに関連する取り組みや団体
で情報を共有する。

＊愛知目標や各県の生物多様性地域戦略と重なる部分が非常に多い。

２ 地域ごとの目標を作る

→ 理想は県単位や流域単位であるが・・まずは四国島単位かな？

でも・・・処方箋はできても・・・有効に機能しないなら・・・。
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今後の予定

・ＳＤＧｓ勉強会を四国（愛媛県か高知県）にて開催

＊持続可能な地域を作るヒントを共有する。

＊よい事例と悪い事実

・四国島版のＳＤＧｓ素案の作成。

・四国各県版ＳＤＧｓを提案する。

・処方箋を実際に動かすためにどうすればよいか？
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